
2016年のまとめ
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第15回～第25回定例会

TSUMUGU“BITO”Project

主宰 榎本 哲

2016年12月9日

第26回TSUMUGUBITO



2016年のテーマ

制度・政策からこぼれたり支援が届きにく

い題材をとりあげ、

共感と共通課題の可視化により、

そこで取り組む小さな協働を大きな協働に

つなげる
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当事者と非当事者
の対話の試み
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障害者への理解
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心の開放
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①パストラルケア（死別前）

②スピリチュアルケア（死別前）

死に向き合う際の主なケア

③グリーフケア（死別後）



なぜ悲しみが生じるのか？

人生は

「喪失」と「獲得」から

成立している。



◎第三者が橋渡し。（例：僧侶など）

両者（支援者、被支援者）の安全性を担保することが必要。

フリーコース

日常生活

(悲嘆なし)
非日常≒日常

お互いが敵対しない

障がい者 健常者

など など

障がい者≒健常者

ウォーキングコース

(被支援者)

理想のケアのあり方

完泳コース

(支援者)

非日常

(悲嘆あり)
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当事者にとって一番つらく苦しい事
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孤立



17

『孤立』に陥る主な要因
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①医療・福祉と当事者のミスマッチ

②周囲の無理解
（または相互の理解不足）

③制度の問題(公的支援の限界)
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私の好きな言葉

自立は、

依存先を増やすこと

希望は、

絶望を分かち合うこと
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志(こころざし)
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『伝える』
そして

『繋がる（つながる）』
ことのできる環境を創り、当事者の

『孤立』を防止！『孤立』から解放！

そして、最終的にみながより生きやすい

『真の共生社会』の創造 を目指す！



マイノリティ問題解決のために
お
前
ホ
ン
ト

体
弱
い
な
～
！

怠けてないで
ちゃんと仕事しろよ！

そんな性格だから
病気になるんだよ！



当事者が
少しの勇気を持って想いや考えを

『伝え』『繋がり』
すべての人や組織が

『わがごと(我が事)』
として捉え

共に考え・想像し
今できる事を実践する

マイノリティ問題解決のために



ナラティブアプローチ（患者、家族の語り）

を通して見えてきた社会課題の中で

もっとも大きいと感じたもの

それは・・・

働く事の意味を考える

就労



就労➡就職／起業

働くこと
＝

（社会と繋がりを持って）

生きること

働く事の意味を考える



難病や障がいのある方とそのケアラー（当事者）
にとって

真に役立つ情報（知識と知恵）の集約・共有・提供

制度に依存し過ぎない
企業や医師・研究者等と当事者のマッチング

当事者が持続的に社会と繋がるきっかけとなる

新たなプラットホームの構築・運営

解決策

働く事の意味を考える



社会

社会 社会

社会社会

真のマッチング(相談支援/就労/研究推進など)を実現！

プラットホーム

「ヒト/(モノ)/カネ」

「情報(知識/知恵)」

を集約・共有・提供

医師

当事者

当事者

当事者

解決策
働く事の意味を考える
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聖フランシスコ子ども寮 釘宮シスター

家庭支援専門相談員 宇麼谷 啓さん

第21回定例会（2016年6月10日）

「子どもに本当に必要な養育環境を考える～社会的養護の
子ども達への自立に向けた支援やケアから見えるもの」

施設見学会
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心が回復するまでの地図（精神科医／明橋大二）

① 身体症状

② 感情の噴出

③ 言語化

④ 親離れ

状 況 無気力／暴力など

対 応 背景を考える

状 況 甘え、怒り、際どい発言

対 応 とことん付き合う

状 況 たくさん話す

対 応 最後まで聞く

日常はミクロな視点



10月1日のレンコンミーティング

「は・た・ら・く」ことの意味を
考えるシンポジウムの

公開準備検討会

第23回定例会（2016年9月9日）
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第24回定例会（2016年10月1日）
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＜コメンテーター＞

石井京子さん 一般社団法人日本雇用環境整備機構 理事長

西牧謙吾さん 国立障害者リハビリテーションセンター病院 院長

小野寺敦史さん 国際医療福祉大学大学院 准教授

林哲也さん さいとうクリニック医師・合同会社ライムライト代表

関由紀子さん 埼玉大学教育学部 准教授

和栗三雄さん アステラス総合教育研究所 グリーンサプライ支援室 室長
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第25回定例会（2015年11月11日）

scuel運営者 ミーカンパニー 代表 前田健太郎さん
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共通の課題は



生きづらさ

孤立

自己肯定感の低さ

かわいそうに

二次障害



居場所

自己受容

社会とのつながり

心の回復

心の開放

自立とは依存先を増やすこと
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インクルージョン

他者への説明

他者理解

支援者/被支援者

エンパワメント

当事者/非当事者

マッチング
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「普通」の幻想



•17人に1人は希少疾患

•障害者は17人に1人（790万人）

•13人に1人はLGBT

•シングルマザー、シングルファザー130万人

•要介護者530万人

•・・・・
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支援のコアは

家族の

経済問題と健康問題
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燃えている火

（問題）

延焼

（つながる問題）

新たな火災

（課題）

継 続 的 視点

支援の視点は
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課題解決のキーワード

「は・た・ら・く」



第2ステージ

次の3年に向けて

2017年～2019年
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一億総活躍!?プロジェクト「は・た・ら・く」

経済活動だけでなく、

人とつながる、

社会とつながる社会、

本人や家族のことで何等かの困りを抱
えている当事者が

特性を活かし輝ける会社、

インクルーシブな社会の実現に向けて 62
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•人生は十人十色であり、価値観は人それぞれ

•障害や難病のある方、誰もが活躍できる、いわば全員参

加型の社会

•社会政策ではなく、究極の成長戦略

•全ての人が包摂される社会の実現

•多様な個人の能力の発揮による労働参加率向上やイノ

ベーションの創出

•既卒者が冷遇される「壁」、再チャレンジを阻む「壁」、子

育てや介護との両立という「壁」を取り除く

一億総活躍社会の要旨



政府の「働き方改革」

(1)同一労働同一賃金の実現

(2)長時間労働の是正

(3)高齢者の就労促進

(4)障害者やがん患者が働きやすい環境の整

備



•障害者雇用という枠組みでは包含できない「困り」の種別

が増えている

•定型の「はたらく」かたちに適応できない人が増えている

•本人が抱える「困り」を理解してもらえない職場が多い

•自身の経験や環境で職業選択を考えてしまう

•知的レベルの高さに反して社会教育が必要な人が増え

ている

当事者側の現状



目指すものは

困りを抱えている当事者が、

自らがアクションを起こし、周りの人々と繋がり環境づくり

を行う

当事者が社会で活躍することで、

他者に配慮できる社会（インクルーシブな社会）、

多くの人が自分らしく活躍できる社会

の実現を果たす

インクルーシブな社会



“は・た・ら・く”の定義

働く（経済活動）

社会参加



何のために「は・た・ら・く」？

自身が得るもの

•お金

•社会との関係性を築く

•能力を磨く

•経験を積む

•人とつながる、仲間ができる

•居場所ができる

・・・・



働くための「場」をつくる（支援）ではなく、

「は・た・ら・く」ための壁（課題）を可視化し、

取り除くために必要な手立て（解決策）につなげる



自分や周囲が感じている・経験した「壁」

•内面的な壁

•外的・物理的な壁



健康
身体・精神・社会

はたらく

「生きずらさ」

「自己肯定感」

「こころ」

を解放するための環境整備

「はたらく」ための環境整備



ひきこもり
（不登校）

兄弟姉妹
の障害

親の

介護

希少難病

（病気）

伴侶の

死別

発達障害
（障害）

家族の要因 本人の要因

能力があるが様々な環境要因で活躍できない

日々生きずらさを感じ苦しんでいる多くの当事者



期待される社会的成果

•自己肯定感をもって生きることが出来る

•働き方のバリエーションが増える

•価値を生み出す働くかたち（種類）が増える

•結果として納税者が増える

企
業

企
業

企
業企

業

企
業企業

企
業
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ワークライフバランス

安全欲求 帰属欲求 承認欲求 自己実
現欲求

ピア

自己
認識

医療的
措置

居場
所

自己効
力感

自己肯
定感

キャリ
ア形成

心を温
める

心の
解放 就業

社会参加の階段と要素

経験

ステップ
アップ

ネットワークづくり

他者
認識

市民社会への啓発

企業社会への啓発

セルフ
マネジ
メント

生活
リズム

社会
教育

他者
説明
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2017年は

この要素を入口にそれぞれの分
野・領域のとりくみから

課題解決につなげていくプラット
ホームづくりにチャレンジしていき
ます


